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＜お知らせ＞ 

〇政党は無所属になりました！ 

〇豊前市にバイオマス発電を誘致しました！ 

〇政治家としての目標は「社会福祉の充実」

「経済の活性化」「財政赤字の解消」です！ 

村上智信は世界へのチャレンジを応援します！ 

 上毛町在住の若岡拓也さんは、何時間もかけてジ

ャングルなどを走る過酷なレースの世界大会に参戦

しています。このレースは NHK の「グレートレース」

という番組で放送されたので、ご存じの方も多いで

しょう。若岡さんにこのレースの醍醐味や苦労話を

伺いました。 

（若岡）ジャングルや砂漠など普通では行かない場

所を走るので、この先に何があるのかという好奇心

がエネルギーになっています。南極でペンギンを見

かけたときは、レース中にも関わらず、写真を撮って

しまいました。まだ見たことのない景色を求め続け

て、走り続けています。 

（村上）レースできつかったことは何ですか。 

（若岡）筋肉の限界はもちろんですが、脳の限界も経

験しますね。１１０時間連続のレースに参加した時

は寝る間を惜しんで走り続けたんです。すると丸二

日で限界がきて、幻覚が見えました。 

さらに精神的なつらさがあります。コースに肉食

獣やイノシシが現れることもあるので、その恐れが

ストレスになるんです。

（村上）レースの参加料や渡航費などの資金はどの

ように工面しているのですか。 

（若岡）レースとレースの間は、ネットで個人事業を

していますが、それでは足りないので、自分で書いた

本をサイト（ https://wakaoka-takuya.com/ ）で売

ってます。 

企業のスポンサーも募集しています。スポンサー

はレースでのユニフォームに企業名を載せられます。 

（村上）NHK で放送されるので、企業の宣伝になりま

すね。世界への挑戦を地元のみんなで応援したいと

思います！ 

（若岡）衆議院議員選挙に挑戦した村上さんも素晴

らしいと思います。これからも頑張ってください！ 

右から 
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村上智信は上野焼を応援します！ 

地域や産業を振興する経済産業省で働いていた

私にとって、地元の産業振興は重要な課題です。もち

ろん上野焼（あがのやき）の振興も真剣に考えていま

す。 

上野焼の歴史は古くて、戦国時代にさかのぼりま

す。朝鮮半島の李朝陶工・尊楷は日本に帰化しました

が、1602 年、茶道に造詣が深い豊前小倉藩主・細川

忠興候に招かれ、福智町の上野の地に窯を築きまし

た。これが上野焼の始まりです。徳川時代になると、

徳川家茶道指南役が茶器を作るために全国七ヶ所の

窯元を選定しました。この中でも独特のあたたかみ

を持つ上野焼は大変好まれたそうです。 

 このように、歴史的には茶陶から始まった上野焼

ですが、現在では日常生活に使うコーヒーカップな

ども作られています。薄くて使いやすい上野焼の素

晴らしさが分かると、贈答品などとして贈りたくな

るでしょう。結婚式の引出物や葬式の香典返しなど

様々な場面に適しています。私も上野焼の湯飲みを

愛用しています。 

上野焼は以下でご覧頂けます。10 月 25～27 日に

は、上野焼の窯開きが催されるので、どうぞ皆さんお

越しください。 

【上野焼陶芸館】福岡県福智町上野 2811 

TEL  0947-28-5864 

上野焼の流れをくむ香春徹山窯の山岡徹山さん

（私の親戚です)に創作の様子を見学させてもらい

ました。 

地元の土を使い、一品ずつ丁寧に手で作り上げ、

薪を燃やして陶器に焼き上げます。この様なこだわ

りがあるから、映画「利休にたずねよ」で、ここの陶

器が使われたのでしょう。 

陶器は手作りですから、まったく同じものはあり

ません。世界に一つだけと思うと有難みが違います

ね。 

【香春徹山窯】福岡県田川郡香春町鏡山 1372 

TEL  0947-32-5033




